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亀　岡　市　民　憲　章 

 
 
　京都から西へ、老ノ坂を越えれば朝霧の晴れ間に亀岡盆地が広がる。豊潤な水脈は、

田園や里山に多彩な実りをもたらし、舟運を支えてきた保津川は、いまも渓流の舟下

りで賑わっている。 

　古来、人びとは自然との調和やお互いの絆、家族のぬくもりを大切にしながら暮ら

してきた。そこには石門心学が生まれ、円山応挙の芸術が育まれた。城下町のたたず

まいを色濃くとどめ、華麗な山鉾が巡り、地域に根ざした芸能が息づいている。 

　そんな亀岡に生きるわたくしたち市民は、こうした平安の営みを未来につなぐこと

を願って、市民憲章を掲げます。 

 

一　水と緑の恵みを大切にし、豊かな環境を次代に引き継ぐまちをつくります 

 

一　いのちを尊重し、共に輝き、心の通いあう家族とまちをつくります 

 

一　健やかな心とからだを育て、安らぎのあるまちをつくります 

 

一　互いにまなび、高めた力を活かす生涯学習のまちをつくります 

 

一　歴史と伝統を生かし、先人の知恵が香る文化のまちをつくります 

 

一　世界にはばたく、豊かな感性と英知を育むまちをつくります 

 

一　一人ひとりが主役となって、共に生き、ともに支え、平和と人権の根づくまちを

つくります 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
◆はじめに 

　亀岡旧城下町地区は、丹波亀山城の城下町として発展してきました。地割や掘割が今に残り、

街道筋には妻入や平入町家が点在し、惣構に沿って社寺が複数立ち並ぶ、城下町の面影が色濃く

残っています。明治時代になると、丹波地域の中心的な地域として、官公庁等が所在し、それに

伴って亀岡市内屈指の市街地として発展してきました。亀岡祭山鉾行事や地蔵盆などの伝統行

事が行われ、地域コミュニティが維持されています。 

 

◆城下町らしさを大切にしたまちづくり 

　亀岡市が実施した令和４・５年度伝統的建造物群保存対策調査の結果、旧城下町地区には、江

戸時代からの町家や地割（敷地を区分する水路跡）が現存し、貴重な価値があるとわかりました。

また、亀岡祭や地蔵盆など伝統行事も毎年執り行われ、地域コミュニティの維持向上につながっ

ています。これらの歴史や文化、まちの伝統が色濃く残る点は、当該地域の財産であり活用すべ

き資源と捉えることができます。これらの地域の資源を活用し、魅力あるまちづくりに向けて取

り組んでいきます。 

 

◆まちづくりのイメージの共有化 

　住民にとってよりよいまちづくりを進めていくには、住民が地域の資源や実情を知っている

とともに、めざすまちの姿を共有し、我がこととして認識していくことが大切です。 

地域には、年齢や性別をはじめ、様々な背景をもった多様な価値観を持つ人々が住んでいます。

そのため、めざすまちの姿とその実現に向けて取り組むべき内容をわかりやすく表したものが

共通認識のツールとして必要です。そこで、「まちづくり憲章」を作成し共通の理解を図ります。 

 

まちづくり憲章について 

 

まちづくり憲章は、旧城下町地区内に所在する地域の資源を活用
して、丹波亀山の城下町らしさのあるまちづくりを行っていく際の、
めざすまちの姿とその実現に向けた取組事項を書き出したものです。 

 

取組事項は、住民一人一人が取り組むこと、自治会などの地域コミ
ュニティが取り組むことが混在しますが、その一つ一つがめざすま
ちの姿の実現にどうつながるのかを表しています。 

 

また、取組事項の結果について、その効果を評価し、その都度見直
し、城下町らしさを大切にしたまちづくりを発展させていくものと
します。 

 

みなさま一人一人の御理解と御協力をお願いします。 

「京都亀岡城下町」まちなみ・まちづくり協議会 

まちづくり憲章



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆これまでの経緯（駅南構想の策定～協議会の設置） 

　令和２年３月に「亀岡駅南周辺まちなみ・まちづくり構想」が策定され、その中で、

城下町らしさを大切にしたまちづくりについて提案されました。それを受けて、現在の

協議会メンバーが中心となって、まちづくり勉強会を始めました。その後、勉強会から

検討会へと発展し、検討会の構成メンバーから核となってまちづくりの方向性を議論す

る代表者を選出し、代表者会議において議論を進めてきました。 

　令和５年に「京都亀岡城下町」まちなみ・まちづくり協議会1が発足してからは、代表

者が幹事となり、幹事会でロジックモデル2の手法を取り入れて城下町らしさを大切に

したまちづくりの具体的な方策について検討しています。まずは、先行事例の地域等を

参考に、「まちづくり憲章」を作成し、住民の合意形成を図って、城下町らしさを大切

にしたまちづくりに取り組んでいきます。

1「京都亀岡城下町」まちなみ・まちづくり協議会とは 

令和５年７月 14 日に発足した、主に旧城下町地区の城下町らしさを大切にしたまちづくりにつ

いて話し合う協議会です。亀岡地区東部自治会・亀岡地区中部自治会、亀岡祭山鉾連合会の役

員をはじめ、町家所有者、まちづくりに興味関心のある人から構成されています。 

2ロジックモデルとは 

論理整理の手法の一つで、ある施策がその目的を達成するに至るまでの論理的な因果関係を明

示したもの。令和６年度幹事会において「丹波亀山城下町らしさのあるまち」を最終的な達成

目的と設定し、これまでの勉強会・検討会・代表者会議・協議会における城下町まちづくりの

意見を洗い出し、論理整理の作業を行いました。 
 
 
編集・発行「京都亀岡城下町」まちなみ・まちづくり協議会 
　　　亀岡市まちづくり推進部都市計画課 
2025 年 9 月 5日

◆対象範囲 

 



一 歴史的資産や文化財に愛着を持ち、これらを守り伝えるまち

住民がまちの文化や文化財・町家等の価値をよく知っていて、次代に伝えていく意識が
高く、自分のまちを誇りに思っている人が多い。

一 城下町の誇りである亀岡祭・山鉾行事を継承するまち

亀岡祭に担い手として参加する人、亀岡祭を見に来る観光客が増える。

一 城下町という魅力で人を惹きつけるまち

城下町だと視覚的にわかる場所があり、城下町散策を楽しんだり、亀山城の歴史に
ついて詳しく学習したりできる。

一 地域のにぎわいや人とのつながりを大切にするまち

住民同士に顔の見える関係があり、旧城下町地区内を歩く人が増え、人が集まる場所
や機会が充実している。

一 城下町の風情と人々の暮らし方との調和に配慮したまちなみ
のあるまち

空が大きく開いた城下町らしい統一感のあるまちなみがある。

「京都亀岡の城下町らしさを大切にするまち」づくりは、地域の文化資源を活用し、

次の５つのまちの姿の実現に取り組みます。
主な文化資源

まちづくり憲章

取組事項

・文化財の情報発信を行う
・妻入・平入町家等を保存活用する
・惣構（亀岡市指定文化財）を保存活用する
・地域の伝統行事（地蔵盆等）へ参加する

・亀岡祭に積極的に参画する
・山鉾保存会の活動に参画する
・城下町風情の中で行事が行われるように道路環境
を整える

・城下町由来の町名・堀割・地割を大切にする
・城下町を感じるまちなみを形成する
・亀山城や城下町について学習する機会をつくる

・自治会活動を維持向上させる
・京都サンガF.C.の応援で地域のつながりを強化する
・通りを美しく保つ（ゴミなし・花や緑が感じられる）

・亀山城郭の面影が残る公園を大切にする
・商店街で積極的に買い物をする
・地域コミュニティ（自治会等）が開催する行事・
イベントを充実させる

・建物の外観を城下町らしく整える仕組みをつくる
・城下町らしい景観づくりについて住民の合意形成
を図る（常に情報共有）

・町家等の伝統的建造物の保存活用を住民の手で行う
・無電柱化を検討する

妻入・平入町家

亀岡祭

地蔵盆

亀岡祭山鉾連合会

各山鉾保存会

各町自治会

東部自治会・中部自治会

町名・通りの名称

地割・堀割

「京都亀岡城下町」まちなみ・
まちづくり協議会

地域の行事・イベント

美装化道路

町家等のまちなみ

通り沿いの塀・前庭

亀山城跡

地元の清掃活動

京町天満宮・親水公園

会議所・鉾蔵

惣構


